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大会・公式戦結果 

Top 

【県リーグ(KSL-1)】 

▼第 10 節 

vs 日立小田原  4-1○ 

▼最終節 

vs 横浜 GSFC コブラ  4-0○ 

Junior Youth 

【横浜市長旗杯神奈川区予選】 

▼2 回戦 

vs神奈川朝鮮    0-0(PK2-4)● 

【県 U-15 リーグ】 

vs 逗葉 JY   3-5● 

小 6 

【横浜国際チビッ子サッカー大会】 

vs いずみ野 SC  3-0○ 

vs 平戸 FC   6-1○ 

vs コミュニティ FC  0-0△ 

vsFC 南台   2-3● 

vs 横浜中央 YMCA  5-0○ 

※7 チーム中 2 位以上確定で決勝 T進出 

小 5 
【潮風カップ】 

▼グループリーグ 

vsFC 西柴   2-2△ 

vs 岬陽 SC   2-0○ 

※FC 西柴に PK勝ちで決勝戦へ 

▼決勝 

vs 崇善 FC     1-0(延長戦)○ 

小 4 
【横浜国際チビッ子サッカー大会】 

＜ブラン＞ 

vsEMSC   6-0○ 

vs 並木 SC-B   6-0○ 

vs ゆりのき   9-0○ 

vs 黒滝 SC   1-0○ 

vs 六浦毎日 SS  8-0○ 

※6 チーム中第 1 位で決勝 T進出 

＜ブルー＞ 

vs 小山台 SC   0-4● 

vs すみれ SC-A  0-9● 

vsFC 南台   0-5● 

vs エストレーラ FC-A  0-9● 

vs もえぎ野 FC  1-2● 

vsHIP.SC   0-1● 

※7 チーム中第 7 位 

小 2 
【横浜国際チビッ子サッカー大会】 

＜ブラン＞ 

vsFC ソレイユ  0-5● 

vs サザン FC   0-5● 

vs 藤の木 SC  1-4● 

vs 白根 SC   1-8● 

vs 戸塚 FC   0-8● 

※6 チーム中第 6 位 

＜ブルー＞ 

vsFC 根岸 A   0-5● 

vsFC 和泉   0-3● 

vs 日限山 FC          0-14● 

vsHIP.SC   0-2● 

vs 柏尾 SC   1-0○ 

vs 本牧少年 SC  1-0○ 

※7 チーム中第 6 位 

Papas Rec 
【県シニアリーグ四十雀 4 部】 

vs 足柄上四十雀  2-2△ 

vs 大和四十雀  1-2● 

Papas Comp 
【県シニアリーグ四十雀 2 部】 

vs 高麗   3-0○ 

vs 小田原四十雀  1-4● 

今、グラウンドでは･･･ 

Top 
◆平成 19 年度最終成績 

12チーム中第 7位 

全 11試合/4勝 5敗 2分/勝点 14/得点 23/失

点 25/得失点差-2 

今シーズンは、｢残留｣へ過去最大とも言える

ほどの危機でしたが、夏場からの関東大学リー

グ、関東社会人リーグのチームなどとの練習試

合などでチーム強化を図ることができたおかげ

で、背水の陣で臨んだラスト3試合に全勝し、最

終的に7位でシーズンを終えることができました。

結果的には残留争いをしてしまいましたが、現

在の県 1 部リーグはどのチームもさほど実力差

は無く拮抗していると思っています。それだけ

に、来シーズンは優勝を狙っていきたいところ

ですが。そのために何が必要なのか？ただ練

習量やフォーメーションなどを考えていくよりも、

まず一人一人が「サッカー」というスポーツを

もっと「知る」必要があるのではないかと思いま

す。まずどこを目指して攻撃するのか、これは
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誰でもわかることですが、試合中など見ていると

何の意図もなくただ後ろにボールを下げてし

まったりするケースがよくあります。なぜ？あくま

で目的はゴールなのに！やはりサッカーには

基本となる技術、そして個人戦術→グループ戦

術→チーム戦術があります。まず「原則」を一人

一人が理解し、プレーする必要があります。そ

れをふまえた上で個々のアイディアを引き出し、

共通理解を深め、完成度を少しずつ高めていき、

結果的に来シーズンは勝てるチームへと成長し

ていきたいと思っています！(樋口 圭太) 

Youth 
毎年 9 月と 10 月は、学校のテスト、修学旅行、

文化祭と行事が多く、そこに2学期制と3学期制

とのタイミングのずれもあり、全員が揃ってト

レーニングできる日が皆無といっていい状態で

す。 

 そんな中でも何とか試合を組んでみたのです

が、個々のレベルが上がっていることがはっきり

と見て取れたことはうれしい収穫です。もちろん、

まだまだ甘い部分は多分にあるのですが、大敗

した U-17 リーグの頃が嘘のようです。 

 トレーニングの成果の賜物ではありますが、そ

れ以前に一人ひとりの意識がしっかりとしてきた

ことが大きな要因でしょう。「誰かがやるのでは

なく、自分が行う」ということ。そういった気持ち

が芽生えてきているようです。この気持ちを忘

れずに、他人に遠慮することなく積極的な気持

ちでトレーニングに励んでいきましょう。 

（内田 佳彦） 

Junior Youth 
自分の技術に対して危機感をもっている選手

がどのくらいいるでしょうか？私自身としては、

この年代でボールを扱うことにストレスを感じな

くなるまでに成長して、次のユース年代に進ん

で行って欲しいと思っています。しかし現状は

まだまだといったところで、プレッシャーのない

中ですら平気でミスをする場面を多く目にしま

す。もちろんミスは起こるものですが、その時に

自分の未熟さを感じて、単純に｢もっと上手くな

りたい！｣と思える感覚が持てるかどうかが重要

で、｢ただ何となく｣で成長は期待できません。

技術の習得には時間がかかるものです。だから

こそ、少しでも早く選手自身に気づいて欲しい

と思います。何より、自分の思いどおりにボール

が扱えるようになったら、もっともっとサッカーが

楽しくなるはずですし、観ている人をも魅了する

ことができるでしょう。(二木 昭) 

小 6 
【国際チビッ子まだまだ続く】 

かながわクラブはブロック全試合を消化し決

勝トーナメント進出を決めました。(2 位以上確

定。)内田理事長が応援しに来てくださった大会

3 日目は内田理事長伝説(皆さん知ってます

か？(笑))を屈返せず 1 分 1 敗となってしまいま

した。。。その結果、最終戦を残し引分以下で

予選リーグ敗退という状況になってしまいました。

最終日はプレッシャーのかかった中、見事 5-0

という大差で勝利し、全員が大仕事をやっての

けました。選手の充実した顔、試合中での調整

力等、試合毎に成長が見られとても有意義なグ

ループリーグでした。余談ですが、最終戦後、

誰かが「丸山コーチが来なかったから先週は勝

てなかったんだよ！！」と言い出し、そういえば

と思い返してみると…本当に丸山コーチが来た

試合は全勝でした。ここで内田コーチとは反対

の丸山伝説が始まりました！！(笑)これからの

伝説に注目しておいて下さい！！(笑) 

【感謝の気持ち】 

公式戦を通して何故サッカーの試合が出来

るかということを伝えてきました。家族の応援・理

解があり、仲間がいて、試合相手がいて、大会

を運営する人たちがいて、会場提供チームが

いて、朝から夕方まで本部を運営するお母さん

たちがいて、審判をしてくれる人たちがいて…

といろんな人の協力・存在があって試合が出来

るのだと伝えてきました。個人差もありますが、

帰りに本部に挨拶をしたり、すれ違う保護者の

方に挨拶をしたりと少しずつ変化が見られ、意

識が変わってきました。コーチに言われるがま

ま、チーム揃って整列をしてただやらされてい

る、又はただするべきもの的な感じでするのと、

自発的に感謝の気持ちを感じてするのでは、行

動の本質が変わってきます。子供たちのこのよ

うな行動も見ていただけるとサッカー以外での

成長を感じることが出来るのではないかと思い

ます。 

【応援ありがとうございました＆応援

お願いします！！】 

保護者の方々の心強い応援で選手たちは

持っている力を発揮できたと思います。 

日頃からお願いしている「出来たら褒める。失

敗したら励ます」が、浸透していた様にも感じま

した。決勝トーナメントの会場では外から指示を

出したり、子供を罵倒する保護者の方々もいる

かもしれません。また、会場もいつもと違う雰囲

気となることが予想されます。しかし、皆様には

子供たちが持っている力を発揮できる様に、こ

れまで通り更なる応援をして頂けたら嬉しく思い

ます。 (益子 伸孝) 

小 5 
 私事ですが、先週戸塚スポーツセンターの

フットサルの大会に誘われて地元の友人たちと

チームを組んで参加しました。このときばかりは

選手の立場だったので自ら果敢にシュートを

放ったり体を張ってディフェンスしたりと久々に

燃えました！！残念ながら得失点差で 2 位とい

う結果になり久々にとても悔しい思いをしまし

た。 

【招待試合の感想・選抜メンバーにつ

いて】 

 先週の日曜日に 5 年生の中に選抜チームを

組んで招待試合に行ってきました。初めて選抜

チームを組み、私も久しぶりの監督を務め私も

選手たちも正直ドキドキ物でした・・・・結果的に

は優勝という最高の形でしたが、内容的には正

直満足はしていません。｢決める所で決めきれ

ない」・「ディフェンスをするときに一発で足を出

してしまう」など課題が見えてきました。子供た

ちには他の市のチームと試合をするいい機会

だったとおもいます。 

この選抜チームは、今回限りのチームなので

選ばれた選手は、次に選抜チームを組むときに

はメンバーに入れるようにがんばって練習しま

しょう。今回選ばれなかった選手は次選メン

バーに入れるよう頑張って練習しましょう。空い

た時間に少しでもボールに触れるだけでだい

ぶ効果はありますよ！！ 

【用具について】 

 最近、練習後に忘れ物をしている選手が多く

なっています。みんなの用具にはすべて自分

の名前は書いてありますか？今一度確認して

みましょう。書いてない人はすぐに名前を書きま

しょう！！用具を大切にするのは良い選手にな

る為の条件のひとつですよ。(丸山 祐人) 

小 4 
【秋のリーグ戦を終えて】 

この原稿を書いている段階では決勝トーナメ

ントの予定が決まっていない中途半端な状況で

すが､とりあえず予選リーグを振り返ってみたい

と思います。 

このリーグ戦に臨むに際してテーマとして掲
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げたことは①｢相手のボールを奪うこと｣、具体

的には(1)パスのインターセプトを狙う､相手に

ボールが渡ったら(2)ボールを止める瞬間を狙う、

相手にボールをコントロールされたら(3)相手を

振り向かせない、相手に振り向かれたら(4)簡単

に飛び込まずに時間をかけて体を入れてとるこ

と。そして次に②｢徹底的に個人の技術に拘っ

てみること｣の二点でした。数字的に見たら､ブ

ルーは 0 勝 6 敗(グループ 7 位)、ブランは 5 勝

0 敗(グループ 1 位)ということですから､これらの

テーマに関する達成度に関しては誰もが推して

知るべしと思われたかもしれません。 

しかし、①に関してはさすがにブランの方が

ポジションに対する意識が高かったせいか､イン

ターセプトを狙ったり､相手がボールを止める瞬

間を狙ったり､相手を振り向かせずに時間をか

けて守備をしたりということが何人かはできてい

ました。 

一方ブルーに関しては、インターセプトを狙うと

いうよりは、全員が真面目に一生懸命にボール

を追いかけたという印象です。やはりボール保

持者にある程度のプレッシャーがかかっていな

いと（パスのコースが限定されないと）､インター

セプトを狙うのは非常に難しいことです。それで

も愚直なまでにボールを追いかけ続けました。

内田コーチのアドバイスで､「ボールを奪われた

ら､まずは大至急自分のポジションまで戻る」と

いうことがありましたが､ポジションの意識すらあ

まりないブルーの現段階では、まずはボールを

追いかける意識があることで良しとしましょう。 

②に関しては､ブルーの方が徹底していたよ

うに思います。もちろん組織としての練習もして

いませんし､パスの意識もそれほどあるわけで

はありませんから､ボールを持ったら､自分の力

を信じて個人で突破していくしかありません。も

ちろん､上手な子に頼るわけにもいきません。全

て自分の責任でプレーするしかない状況に追

い込まれたのです。必然的に一人一人が自己

の技術で勝負せざるを得なかったわけです。 

それに対してブランの方はというと､多少パス

の意識があるせいか、安易に､無責任にボール

を放すプレーが目に付きました。パスは受け手

にきちんとわたってこそパスと言えるのです。相

手の寄せが速くなると､ついボールを蹴ってしま

うというのでは、ボールのみならず､せっかく練

習してきた相手をかわすことを試す機会をも失

うことになります。決勝トーナメントに向けても､

付け焼刃的にパスを練習して臨むことはしませ

ん。それよりもこれまで練習してきて､自分たち

が得意としている個人の技術で勝負するという

スタイルを崩さずに臨みたいと思っています。

安易な､そして無責任な、なんちゃってパスがな

くなることを信じています。 

【収穫は？】 

 チーム分けに際して､敢えて可能性を信じて

（伸びることを期待して）という要素を外しました。

それは、子どもたちの誰もが伸びる可能性を

持っているからという理由でした。それでは、結

果として子どもたちはどのように成長してくれた

のでしょうか。これは身近にいらっしゃるお父様

やお母様方が一番良くわかることだと思います

が、私なりに気づいたことを書いてみます。 

 ブルーに関しては､数字的には全く完膚なき

までにやられたという印象で､得るものなど何も

ないと､実際に試合を見ていない人たちは考え

ることでしょう。しかし､少しでも試合を見た人な

ら､子どもたちの一生懸命さは伝わりますし､最

後まで自分達の練習してきたことをやり抜こうと

する姿勢は評価できると思います。もちろん試

合に勝つことは大切なことですが、相手のこと

は考えずに、自分達の練習してきたことがどれ

くらい試合の中で発揮できるのかを確認しようと

臨んだはずですから。そして最終日は待望の

得点も記録し､全員がそれなりに手ごたえをつ

かんで終えることできたのではないでしょうか。 

何点取られても…、負けてばかりいても…、

一点も取れなくても…、悔しいことばかりでも…、

それでも 3 日間、一試合も休まずに来てくれた

ことは立派なことです。子どもなら、どうせ負ける

試合なら行ってもつまらないから休もうと考える

ことは自然だと思います。しかし、辛いことがあ

るとすぐに逃げ出すことからは何も生まれませ

ん。目の前の辛さと対峙して、たとえ乗り越えら

れなかったとしてもそれを乗り越える努力をしつ

つ、悔し涙を流すことが必ず次のステップへの

エネルギーになります。その際に、大人の役割

は決して辛さという壁を壊してあげることではな

く､壁を乗り越えようと努力する子どもたちのお

尻を押してあげることなのではないでしょうか。

物事に真剣に取り組む姿勢がなければ、そして

向上心がなければ、悔しい気持ちなど生まれな

いのも事実です。 

とはいえ、どのチームに対しても点数の差ほ

ど実力の差があるとは思われません。一人一人

の技術的な側面だけで言うと勝っている部分も

あったはずです。それでも試合には負けたわけ

ですから、負けた悔しさをエネルギーに変えて、

個々に「蹴ること・止めること・運ぶこと」もっと正

確に、そしてもっと速くできるように努力しましょ

う。 

さてブランに関してですが、個々の技術はそ

こそこのレベルにあると思います。しかし、様々

なチームと戦う中で、まだまだドリブルのスピー

ドでかなわない選手､シュートの正確さや強さで

かなわない選手、ヘディングでかなわない選手

など肌で感じたはずです。ということは君たちも

まだまだ上手くなれるはずです。井の中の蛙に

ならないようにさらに頑張りましょう。 

また、最初にパス有りきではなく､個人の技術

を備えたうえに、パスという選択肢もあるというこ

とを理解して欲しいところです。パスへの意識が

出てくるとパスを出すことが楽しくて仕方がない

し､パスを多用すると楽で仕方がないという時期

を迎えます。しかし、パスしかできない（パスし

かしない）選手は相手にとって何も怖くありませ

ん。パスをすることもあるし､個人で突破もできる

という両面性を試合の中で､相手の出方を見な

がら柔軟に発揮していくことが当面の課題と言

えるでしょう。 

ブランでは最終日に本部（幹事チームのス

タッフや親御さんたち）に全員で挨拶に行きた

いと言ってくれた選手がいました。サッカーが上

手なだけではなく、周囲の多くの人たちに支え

られてサッカーができることに感謝する気持ち

が出てきたことに、ちょっぴり人間的な成長が見

られ､とても嬉しく思いました。 

最後になりましたが､いつものことながら､審判

資格をお持ちのお父様方には大変お世話にな

りました。1 日に３試合などというハードスケ

ジュールをこなしていただいたこともあり､本当

にお疲れ様でした。お蔭さまで指導者としては

子どもたちのケアに専念させていただくことがで

きました。また､朝早くからのお弁当作りや引率

のお手伝い､暖かい応援、体調管理など､家族

の皆様方のご協力にも感謝いたします。こうした

皆様方の支えがあって､子どもたちはまた少し

成長していくのです。そしてまだまだ成長する

可能性は無限に子どもたちの中には秘められ

ているということを信じてください。これからも引

き続き､よろしくお願いします。(佐藤 敏明) 

小 3 

【考えるサッカーへの転換点】 

 今、子供たちに話しているのは、ボールを

持っている人から離れましょう、そして味方と同
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じスペースに走らないようにしましょうといった内

容です。これができるようになると、パスをしなさ

いと言わなくても、自分よりも良いポジション（相

手ゴールに近い位置）にいる味方へ、自然に

ボールを渡せるようになるでしょう。なぜ、今こ

のアドバイスをしているのか。実は、それには伏

線がありまして・・・。 

 先月、3 年生は天然芝の素晴らしいグラウンド

で、練習試合をさせていただきました。この日は、

2 チームと 11 人制のゲームを20 分ハーフで行

ないましたが、両試合ともに無得点で失点はそ

れぞれ二桁という残念な結果に終わってしまい

ました。大敗の原因は、一体どこにあったので

しょうか。 

この日も、かながわクラブの選手たちは、い

つもどおりボールに対する執着心は相手を上

回っていたと思います。（連続失点をするまで

は。。。）実際、攻撃の時（自分たちがボールを

保持している状態）も守備の時（相手がボール

を保持している状態）も常にボールを意識して

プレーしていたと思います。でも、逆の言い方

をすると、それ以外は考えていない＝観ていな

いのです。その様子をご覧になって、「どうして、

お団子になるのかな？」と、疑問に思われた方

もいらっしゃるでしょう。個人差はありますが、こ

の年代はまだまだ本能でプレーしている選手が

多く、ボールと私という関係の中でしかサッカー

ができていないことが、一つの原因として考えら

れます。 

攻撃をする時は、①相手ゴール前の状況や

②味方の位置、③相手の位置、④スペースな

ど、観ておかなければいけないものはたくさん

あります。そのためには、ゲーム中は常に首を

振る（周りを観る）ことが必要です。①から④まで

を把握しながらプレーできるようになると、現状

のお団子状態も自然に解消されていくはずで

す。 

ゲームをやる以上はもちろん勝たなければ

いけませんし、そのためには闘志を前面に出し

て全力でプレーしなければいけませんが、育成

年代ではやはり結果は二の次でしょう。「良い選

手」を育成すること、そして一人でも多くの子供

たちにサッカーの楽しさを伝えること、というクラ

ブの指針を守りつつ、これからも子供たちの指

導にあたらせていただきたいと考えております。

保護者の皆様におかれましては、今後ともあた

たかい目でお子様たちを見守っていただけれ

ば幸いです。（鈴木 章弘） 

小 2 
秋の深まりとともに朝晩の風が冷たく感じられ

るようになってきましたね。冬がくる前にしっかり

と体力をつけておきたいものです。食欲の秋だ

からといってくれぐれも食べすぎにはご注意

を！食べたら食べた分運動してください。 

2 年生はブルー、ブラン共に国際チビッ子が終

わりました。残念ながら決勝トーナメントに進む

ことは出来ませんでしたが、子供たちにとってと

ても良い経験になったと思います。ブルーは最

終日に価値ある2勝！最終日、高田コーチが子

供たちのモチベーションを上げるためにとった

作戦が見事に的中！！！作戦内容は極秘で

すが・・・(笑)。最終日私が行って感じたのは、ブ

ルーの子供たちには緊張などまったくの無縁。

いつもと何も変わらない雰囲気でした。一人一

人諦めずにボールを追いかけていましたし、何

だかとても楽しそうに見えました。子供たちには

勝った時の喜び！負けた時の悔しさ。それを感

じられた大会だと思います。ブランの方はブ

ルーの子供たちとは違いガッチガッチに緊

張！！！今までに見たことがない子供たちの

表情でした。中には整列の時に足と手が同時に

動いているような子もいたでしょう・・・。試合を重

ねていくうちに徐々に肩の力も抜けてきて動き

も良くなってきました。ブランの方は結果が付い

てきませんでしたが、子供たちは最後の笛が鳴

るまで諦めることなくボールを追いかけてくれま

した。最終日の最後のミーティングでは子供た

ちの口から「悔しい」、「勝ちたかった」という言

葉が出てきました。それには正直ビックリしまし

た。なんだか嬉しかったです。この短い大会期

間中で技術面、精神面共に成長したと感じます。

これからの子供たちの成長に期待です！！！ 

(鞍川 潤一) 

幼児･小 1 
【念願達成!?】 

国チビも一段落し、通常の幼児・小 1 クラスと

しての活動が出来るようになってきました。徐々

に人数も増え、念願(!?)だったグラウンド全面を

使ったゲームも出来るようになってきました。最

近は少しボール扱いを覚えてもらいたいために

所謂「練習チック」なパートを取り入れています

が、「ぷいっ」と横を向かれないように(笑) 遊び

の要素を盛り込んだメニューも取り入れて行き

たいと考えています。 

【是非お願いします!!!】 

話変わって。先日 4 級審判の登録更新講習

会に行ってきました。既にご存知の皆様も多い

と思いますが、神奈川県で取得・登録した場合、

年に一度更新のために講習会に参加する必要

があります。実は昨年までは 10 試合以上の審

判実績の提示や講習会の最後にテストがありま

したが、何と今年からそれがなくなり講習のみに

なりました。取得時には体力テストと筆記テスト

はありますが、その後は講習会への参加および

費用振込みのみで継続することができます。賢

明な皆様はもうお気づきですね、そうです、審

判資格取得のお願いです!! (前置き長くてすみ

ません。。。) 現在もかながわクラブは多くのお

父様方に審判のお手伝いをいただいておりま

す(いつもありがとうございます!!)が、ご興味をお

持ちのご父兄の方がいらっしゃいましたら来年

度是非チャレンジください。心配な点やお手伝

いが必要なことなどあればお気軽にスタッフに

お声掛けください。宜しくお願い致します。 

(小野 津春) 

Papas 
 Papas に新規加入される方が相次いでおり、

Papas のマネージメントスタッフの一人としてた

いへんうれしい限りです。そこで新しい方のた

めに Papas の提供している情報サービスをご紹

介します。 

【掲示板】 

 Papasの掲示板です。Papas が関係する HP へ

のリンクが Top ページにありますので、ご活用く

ださい。おいでになりましたら、読むだけでなく、

書き込みもお願いします。 

http://www.geocit ies.jp/kngpapas/ 
【スケジューラー】 

Papas専用のスケジューラーで、Papas全体の活

動だけでなく、Rec、Comp、Over-40 のそれぞ

れの試合などの活動予定を、最新の情報で提

供しています。また、このスケジューラーは、パ

ソコンと携帯電話の両方で閲覧できますので、

何時でもどこでも閲覧できます。予定を忘れて

しまった場合など、いつでも確認ができます。是

非有効にご活用ください。URL は以下のとおり

で、ID とパスワードは Papas スタッフにお尋ねく

ださい。なお、ID とパスワードは Papas メンバー

限りとしますので、外部に漏れないようご注意願

います。 

パソコン 

http://calendar.ultra-soccer.com/s/web/ 

携帯電話 
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【メーリングリスト】 

 Papas ではメーリングリスト（以下、ML と書きま

す。）が重要な連絡手段になっており、4 グルー

プに分けて運用しています。メールの件名の冒

頭の言葉で区別がつきます。 

[Papas]…Papas 全員に連絡するための ML。 

[PapasRec]…レックに参加者向けの ML。 

[PapasComp]…コンペに参加者向けの ML。 

[Over40]…レックとコンペの両方に連絡するた

めの ML。横浜市サッカー協会シニア委員会の

主催する試合などの連絡に使っています。 

①アドレスの変更や登録は？ 

 登録したいアドレスがあれば、幾つでも結構

ですので、お申し出ください。なお、アドレス変

更の場合には、必ず削除するアドレスも合わせ

て送ってください。 

②登録・変更の依頼先は？ 

登録・変更などの場合は、 

Papas-owner@yahoogroups.jp宛てに送ってく

ださい。 

③出欠確認の時は回答だけにして！ 

 Papas では、試合の前には出欠確認をメール

で行っております。その回答の際には、返信ボ

タンで返信し（携帯では「引用返信」で）、回答

に不用な文字を全部削除してください。この方

法ですと携帯からでも全文を入力しないで返信

文が作成できます。集計するに際しても必要な

文字だけのメールなので大変読みやすいので

す。ご協力を。 

④届かないときがあるのですが…。 

 インターネットメールにはどうしても不確実性

が伴います。不達の原因の多くは、通信の混雑

だと思ますが、出来るだけ確実に受け取るため

には、ご自分の携帯電話だけではなく、自宅や

職場、ご家族の携帯を登録することをお奨めし

ます。また、一度配信エラーが発生すると自動

的に配信停止となります。その際、Yahoo！から

配信停止を解除することを促すメールが届きま

すので、その指示に従って、ご自身で配信停止

を解除してください。配信停止を解除できるの

はご自身だけですのでよろしくお願いします。 

（茅野 英一） 

Mistral 
先月、「FORMULA1 日本グランプリレース」を

観戦しに、富士スピードウェイに行ってきました。

天候はあいにくの雨。小降りになると霧。しかも、

寒い。おまけに、朝早かったので眠い。 

コースは、テレビで見てるより、高低差があって、

高速ストレートの次のカーブは下っていたり、そ

の後は上りだったり、入り組んでいました。とに

かく広いので、見えないところは会場のモニ

ターで車の姿を追い（あれっ、家でテレビ観てる

のと変わらない???）、そして、そのモニターの

前を高速で通過する車を目で追う(ホントは、首

を振ってちゃんと見たかったんですが、雨がひ

どくて座席に固まってました...)、なんとも言えな

い時間を過ごしていました。 

F1 は、速さも魅力の 1 つだと思いますが、エン

ジン音の迫力は、耳というより、体に響きます。

メーカーによって、音に違いがあるんですよ～。

あの迫力は、やはり行かないとわからなかった、

とにかくいい経験をしました。(斉藤 真理) 

ヨーガ 

【卒業論文】 

今年の初めから通い始めたインド中央政府

公認のヨーガ養成講座が大詰めを迎えていま

す。いよいよ卒業論文の準備をしなければいけ

ない時期になりました。どんな内容を書こうかと

迷った末、「ヨーガが体に良い」ということをデー

タで証明してみようと思いました。手軽に測るこ

とのできる血圧でも調べてみたらそれなりに良

い結果が出るであろうと。 

早速、血圧計を購入し私のヨーガクラスにご

参加の方々に協力をお願い。測定を始めたま

では良かったのですが・・・。予測していたような

結果が出てこないのです。血圧はこれといった

一貫した変化はなく、むしろバラバラ。頭を抱え

てしまいました。このデータをどう生かしていっ

たら良いかというのが目下の私の悩みです。 

ですが、皆様のご協力でわずか 2 週間程で

70 名を超えるデータが集ったという動かぬ事実。

医師をしている友人 4 人に相談をしましたが、

多忙な中、なんと全員が丁寧な返事をくれたの

です。暖かく手助けをしてくださる方は数知れ

ず。これは感涙ものです。「人に支えられてい

る」ということを実感しました。ここで頑張らずに

いつ頑張る？皆様に元気をいただき、毎日、

データとにらめっこをしているところです。 

よ～し！卒論、頑張るぞ～！！ (伊藤 玲子) 

理事長の戯言
たわご と

 

【やっぱり勝てない？！】 

 10月は国際チビッ子やTop の県リーグの応援

にあちこち出掛けました。 

 しかし･･･、 

 ホント、恐ろしいほどに勝てません。私が行く

と。ことごとく負けてしまいます。 なので、2 年

生の試合など、曇っているのにサングラスをか

け、私服で行きました。本人は変装しているつも

りでも、もともと 2 年生の子どもたちは私のことな

どよく知らないため意味がありません。それでも

こっそりとゴール裏の少し離れたところから見て

いました。 

 勝ちました！なので次からは行く時はバッチリ

変装して、こっそり選手たちから見えないように

行くことにしました。 

 それでも最後はどうしてもゲンをかつぎ、Top

の県リーグ最終戦の日は家から一歩も出ない方

法をとりました。 

 それが良かったんでしょうか？ご存知のとおり、

おかげさまで1部リーグ残留を決めることができ

ました。 

 こう書いていると、なんだか自分が疫病神に

なったような･･･。 

 そう言えばある選手たちは、試合前に円陣を

組んで「内田コーチに負けるなー！」ってやっ

てたな･･･。（内田 佳彦） 

※敬称略 

訂正させていただくとともに、ご本人およびご

家族の皆さまに深くお詫び申し上げます。 
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